
カナデビア株式会社

カナデビア IR Day
～Resilience Eco Society®～

代表取締役 社長兼CEO 桑原 道

2026 1 16年 月 日



2© Kanadevia Corporation. All Rights Reserved.

主な経歴

桑原道 Michi Kuwahara

1986年 4月 当社入社
1997年 6月 Hitachi Zosen U.S.A.（現 Kanadevia U.S.A.）出向

   2002年10月 ユニバーサル造船（現ジャパンマリンユナイテッド）出向
2011年 5月 Hitachi Zosen Inova（現 Kanadevia Inova）出向
2015年 4月 当社経営企画部長
2018年 1月 Hitachi Zosen Inova （現 Kanadevia Inova ）会長
2020年 7月 当社業務管理本部長兼 企画管理本部長
2021年 6月 当社取締役
2022年 4月 当社常務取締役環境事業本部長
2024年 4月 当社代表取締役社長兼 COO
2025年4月 当社代表取締役社長兼 CEO（現在） 
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カナデビアの現在
～グローバルNo.1 廃棄物処理ソリューションプロバイダー～
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カナデビアの価値創造プロセス



5© Kanadevia Corporation. All Rights Reserved.

参照：https://www.kanadevia.com/sustainability/data/

https://www.kanadevia.com/sustainability/data/
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2050年に目指す姿

➀環境負荷をゼロにする

➁人々の幸福を最大化する
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環境復元力

気候変動

土地利用
変化

淡水変化
海洋酸性化

大気の
エアロゾルの負荷

オゾン層の破壊

新規化学物質

生物地球科学的循環
(窒素とリンのサイク

ル)

絶滅の
速度

生態系の
消失

カーボンニュートラル

廃棄物処理による
地域の衛生環境・
環境負荷の改善

顧客における
廃棄物埋立地の最小化

化石由来プラスチックの
負荷ネットゼロ

生物圏の
一体性

ウォーターポジティブ

有害化学物質の
ゼロエミッション水
準の達成

図：地域のResilience Eco Society® （出典:Stockholm Resilience Centre(2024)よりカナデビアが作成）

2050年に向けて目指すべき姿（Resilience Eco Society®構想）
プラネタリー・バウンダリー
＝地球の環境に変化が加わっても、もとの状態に戻り、地球環境が安定した状態を保てる限界の範囲
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カナデビアが目指すイノベーション
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環境負荷ネットゼロに向けた戦略
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カナデビアが考えるResilience Eco Society®

カナデビアは、高度循環型インフラを中心とする「Resilience Eco Society ®」サービスを提供していきます。
そこでは、ごみの概念自体が消え、すべての廃棄物が価値ある資源として循環する世界です。
地域の環境負荷が制御されているだけではなく、Resilience Eco Society ®に行きかう人々が、我が町の誇りと我が町に生きる幸せ
を感じる場となるはずです。
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（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している
情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により異なる結果となる可能性があります。
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